
A Roma
ntic Tale
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the Dev
elopmen

t of Nas
unogaha

ra

那
な

須
す

野
の

が原
はら

に競
きそ

うように農
のう

場
じょう

をつくり、開
かい

拓
たく

をおしすすめた
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

たち。正
せい

確
かく

には「華
か

族
ぞく

」といい、その中
なか

には、
明
めい

治
じ

維
い

新
しん

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

で活
かつ

躍
やく

した人
じん

物
ぶつ

も多
おお

くいます。
▶青

あお

木
き

周
しゅう

蔵
ぞう

の娘
むすめ

、青
あお

木
き

ハナ。周
しゅう

蔵
ぞう

は、外
がい

交
こう

官
かん

としてドイツにお
もむいた際

さい

に出
で

会
あ

ったドイツ貴
き

族
ぞく

の令
れい

嬢
じょう

エリザベートと結
けっ

婚
こん

し
て、一

ひと

人
り

娘
むすめ

のハナが生
う

まれた。

▲鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

貴
き

婦
ふ

人
じん

慈
じ

善
ぜん

会
かい

図
ず

高
こう

官
かん

の夫
ふ

人
じん

たちが鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

で
バザーを行

おこな

っているところ。

日
に

本
ほん

の貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までは天
てん

皇
のう

につかえる公
く

家
げ

などのことを指
さ

しま
した。対

たい

して「華
か

族
ぞく

」は、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に
新
あたら

しくつくられた貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

の身
み

分
ぶん

です。
明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

のもと国
くに

の制
せい

度
ど

が変
か

わり、そ
れまで藩

はん

主
しゅ

（大
だい

名
みょう

）がおさめていた藩
はん

が
なくなって政

せい

府
ふ

が管
かん

理
り

する県
けん

となり、大
だい

名
みょう

は藩
はん

主
しゅ

でなくなりました。身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

たちの地
ち

位
い

を保
たも

つため、公
く

家
げ

にく
わえて大

だい

名
みょう

、さらに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

に功
こう

績
せき

の
あった人

ひと

も華
か

族
ぞく

に組
く

みこみました。爵
しゃく

位
い

は上
うえ

から順
じゅん

に、公
こう

爵
しゃく

・侯
こう

爵
しゃく

・伯
はく

爵
しゃく

・
子
し

爵
しゃく

・男
だん

爵
しゃく

の5つに分
わ

けられ、特
とっ

権
けん

と義
ぎ

務
む

などが定
さだ

められました。華
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

は、
1947年

ねん

（昭
しょう

和
わ

22年
ねん

）、日
に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が制
せい

定
てい

されるまで続
つづ

きました。

東
とう

京
きょう

から近
ちか

い場
ば

所
しょ

に、西
せい

洋
よう

の貴
き

族
ぞく

の
ように領

りょう

地
ち

をもちたい。そんな夢
ゆめ

を
抱
いだ

いていたのか、多
おお

くの華
か

族
ぞく

が、那
な

須
す

野
の

が原
はら

に農
のう

場
じょう

や別
べっ

荘
そう

をもちまし
た。那

な

須
す

野
の

が原
はら

と関
かん

係
けい

深
ぶか

い華
か

族
ぞく

を紹
しょう

介
かい

します。

◀ 鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

西
せい

洋
よう

の制
せい

度
ど

や文
ぶん

化
か

を
取
と

り入
い

れ、近
きん

代
だい

化
か

を
すすめる国

くに

の政
せい

策
さく

に
より、外

がい

国
こく

の外
がい

交
こう

官
かん

などと交
こう

流
りゅう

するため
につくられた洋

よう

館
かん

。
写
しゃ

真
しん

：社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

霞
かすみ

会
かい

館
かん

◀洋
よう

食
しょっ

器
き

類
るい

松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

邸
てい

で使
し

用
よう

されていたもの
で家

か

紋
もん

が入
はい

っている。皿
さら

類
るい

はイギ
リス製

せい

。ナイフ、フォーク、スプー
ンなどはフランス製

せい

。

▲華
か

族
ぞく

の洋
よう

装
そう

（左
ひだり

）文
ぶん

官
かん

大
だい

礼
れい

服
ふく

（1925年
ねん

（大
たい

正
しょう

14年
ねん

））。（右
みぎ

）文
ぶん

官
かん

大
だい

礼
れい

服
ふく

と女
じょ

性
せい

のローブ・
デコルテ（レプリカ）。

華
か

族
ぞく

は、国
くに

から支
し

給
きゅう

されたお金
かね

をもとに投
とう

資
し

をするなどして、豊
ゆた

か
な暮

く

らしを送
おく

る人
ひと

が多
おお

くいました。また西
せい

洋
よう

風
ふう

を取
と

り入
い

れる人
ひと

も多
おお

く、
鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

などの社
しゃ

交
こう

場
ば

で外
がい

国
こく

の人
ひと

々
びと

と交
こう

流
りゅう

したり、舞
ぶ

踏
とう

会
かい

でおどった
りと、優

ゆう

雅
が

な暮
く

らしぶりでした。

▲貴
き

族
ぞく

院
いん

のようす
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の帝
てい

国
こく

議
ぎ

会
かい

（現
げん

在
ざい

の国
こっ

会
かい

）には衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と貴
き

族
ぞく

院
いん

があり、貴
き

族
ぞく

院
いん

の議
ぎ

員
いん

になれるのは皇
こう

族
ぞく

や
華
か

族
ぞく

など、特
とっ

権
けん

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

たちだけだった。

乃
の

木
ぎ

希
まれ

典
すけ

（1849~1912）
軍
ぐん

人
じん

、教
きょう

育
いく

者
しゃ

。伯
はく

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

24年
ねん

、狩
かり

野
の

村
むら

石
いし

林
はやし

に別
べっ

荘
そう

を建
た

てる。

平
ひら

田
た

東
とう

助
すけ

（1849~1925）
官
かん

僚
りょう

、政
せい

治
じ

家
か

。伯
はく

爵
しゃく

。
品
しな

川
がわ

開
かい

墾
こん

（のちの傘
かさ

松
まつ

農
のう

場
じょう

）を引
ひ

きつぎ、
品
しな

川
がわ

信
しん

用
よう

組
くみ

合
あい

設
せつ

立
りつ

。

松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

（1835~1924）
政
せい

治
じ

家
か

。公
こう

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

26年
ねん

に千
せん

本
ぼん

松
まつ

農
のう

場
じょう

を
開
ひら

く。

青
あお

木
き

周
しゅう

蔵
ぞう

（1844~1914）
外
がい

交
こう

官
かん

、政
せい

治
じ

家
か

。子
し

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

14年
ねん

に青
あお

木
き

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

大
おお

山
やま

巌
いわお

（1842~1916）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。公
こう

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

14年
ねん

に加
か

冶
じ

屋
や

開
かい

墾
こん

場
じょう

、34年
ねん

に大
おお

山
やま

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

西
さい

郷
ごう

従
じゅう

道
どう

（1843~1902）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。侯
こう

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

14年
ねん

に加
か

冶
じ

屋
や

開
かい

墾
こん

場
じょう

、34年
ねん

に西
さい

郷
ごう

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

（1835~1888）
官
かん

僚
りょう

。子
し

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

13
年
ねん

に肇
ちょう

耕
こう

社
しゃ

、19年
ねん

に
三
み

島
しま

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

品
しな

川
がわ

弥
や

二
じ

郎
ろう

（1843~1900）
外
がい

交
こう

官
かん

、政
せい

治
じ

家
か

。子
し

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

16年
ねん

に品
しな

川
がわ

開
かい

墾
こん

を開
ひら

く。

華
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

まで 明
めい

治
じ

から 1947 年
ねん

1947 年
ねん

以
い

降
こう

華
か

族
ぞく

華
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

廃
はい

止
し一

いっ

体
たい

化
か

を図
はか

るため
華
か

族
ぞく

を設
もう

ける

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

に
功
こう

績
せき

のあった人
ひと

公
く

家
げ

大
だい

名
みょう

勲
くん

功
こう

者
しゃ

写真：乃木神社蔵

山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

（1838~1922）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。公
こう

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

17年
ねん

に山
やま

縣
がた

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。
写真：山縣有朋記念館蔵

山
やま

田
だ

顕
あき

義
よし

（1844~1892）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。伯
はく

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

21年
ねん

に山
やま

田
だ

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。
写真：山田資料館蔵
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